






































































































































































































































































































地域 フランス アフリカ スイス ベルギー カナダ モナコ 海外領土 ハイチ 不明
案件数 531 27 16 15 11 6 5 1 82
表3　フランス海外領土およびアフリカの内訳
海外領土 ニュー カレドニア タヒチ
案件数 4 1
アフリカ コンゴ民主共和国 ガボン コー トジボワール セネガル
案件数 7 3 3 3
アフリカ ブルキナファソ ベナン マダガスカル モロッコ ソマリア 不明
案件数 1 1 1 1 1 6








































































































































































































































































  ※ http://www.nhk.or.jp/koukai/
― 144 ― ― 145 ―
4 電通のデータ
  ※ http://www.dentsu.co.jp/marketing/adex/adex2008/_media2.html
5 公開 IR情報　  ※ http://www.ntv.co.jp/ir/data/irinfo.html
6 太文字は引用者による。
7 現在、フランスの海外領土には4つの海外県かつ地域圏、6つの海外自治体、
ニューカレドニア（独自の位置づけ）そして仏領南北極地方がある。
8 「自分が普段イメージしているフランスと、テレビで見るフランス情報は同
じか」という設問に「少し違う」と答えた学生の中には、「（テレビのイメー
ジが現実よりも）美化されている」といった回答が過半数であった。
9 大坪（2004）は『ここがヘンだよ日本人』というバラエティ番組の分析の一
環として大学生調査を行い、番組の視聴経験が増すにつれて知識面への効果
が表れるのは、すでによく知られている国々（例：中国、韓国など）よりも、
基礎的な知識が乏しい地域（例：アフリカ）だとしている。
※URLは2009年9月28日の段階のものである。
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